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　近年、乳癌の発生率は著しい増加を示し、乳癌の
早期発見、早騰が鋤ている。mammogmaphy
は専用撮影装置、フィルムの改良進歩によりすぐれ
た画像が得られ、非触知乳癌の発見、良悪性の診断
に必須の検査となっている。石灰化を申心とした非
触知病変に対する検査は腫瘤を認めないため困難を
きわめていた。しかし今回我々はGE一㏄R社が開発し
た3次元生検装置stereotixを用いて6例の微細石
灰化病変に対して針吸引細胞診及び1例にhOQkwire
を留置して生検を施行したのでその結果をふまえ今
後の展望を報告する。stereotixは正中よりそれぞ
れユ5度つつの：角度をつけて2方向より圧迫した乳
房を撮影しその僅かなずれより病変の立体的位置を
計算する。装置は通常の乳腺撮影装置に穿刺針を誘
導するガイドを付けた位置決め装置と撮影画像より
病変の位置を計算する測定装置からなる。計算され
た位置で針をガイドにそって穿刺することにより病
変部に針；が到達する。その結果はclass皿：a
ユ例、class皿2例及び3例の検体材料不足が
あった。これは初期の操作に不慣れなこと、吸引針
の前後の動作が困難なこと、ならびに針の洗浄を行
なわなかったことに起因すると考えられた。
　結語　非触知の乳腺異常影に対しstereotixをも
ちいて針吸引細胞診ならびにhook　wireを留置して
生検を行なった。当科で行なった全ての症例に悪桃
所見は認めなかったが、今後の操作の慣熟により確
実に癌を診断できるものと考える。針吸引細胞診に
て検体採取不足が認められたが針の洗浄を行なうこ
とにより改善されるまた針細胞診を吸引ではなく東
京医大針が用いられるられるようにすることにより
検体採取は大幅に改善されると考えている。乳癌細
胞診は偽陰性になることがあるので悪性が疑われる
石灰化、腫瘤影では積極的にhook　wireを留置して
生検と考えている。
　胆嚢捻転症は、胆嚢頸部の捻転により血行の遮
断と胆嚢の壊疽性変化をきたす比較的稀な疾患で
ある。本症は急性腹症の鑑別診断上念頭に置くべ
き疾患であるが、頻度も少なく特異的臨床症状に
欠けるため、術前診断が困難とされる。今回我々
は、急性腹症にて入院、急性胆嚢炎の診断にて保
存療法開始するも症状憎悪するため手術施行し、
開腹所見にて胆嚢捻転症と診断した症例を経験し
たので、若干の文献的考察を加えここに報告する
　症例は70才女性、平成5年3月「［　右側腹部
痛を主訴に来院、WBC14700と増加し、腹
部超音波所見にて著名な胆嚢腫大および壁肥厚を
認め、急性胆嚢炎と診断した。禁飲食、輸液、抗
生剤投与にて保存療法開始したが、入院3日目に
発熱、腹部全体に禁制防御、Blumberg徴
候出現したため緊急手術施行した。
　手術所見にて胆嚢頸部の回転を認め、胆嚢捻転
症と診断した。摘出胆嚢は著しい壊疽性変化を呈
しており、病理所見にてGangrenous
Cholecistitisであった。
　胆嚢捻転症は術前診断困難とされているが、近
年腹部超音波検査が有用であるという報告がでて
きている。
　高齢者の急性腹症の鑑別診断においては本症の
存在を認識し、外科的療法の時期を逸することの
ないように心掛けるべきである。
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